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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

美術

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

66-1298

LIFE SHOOL 塩浜 こどものいえ

江東区塩浜2-6-2

社会福祉法人つぼみ会

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

日頃からイメージを表現できる場所を用意したり、表現の幅を広げるため、製作に使う素材

や、ペンなども様々なものを用意し、活動できるようにすることも目標とするため、活動を行

う。また、ペンが滲んでいく不思議な体験やその広がり方にも注目していけるようにするた

め、テーマを設定した。

またアルコールペンを使った滲み絵でトートバックを作成する。

自由に描ける環境を用意し、日頃から活動出来るようにする。

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

滲み絵の際には大人見本を交えながら滲ませる際のポイントを説明しながら、自分で描いた絵が広がっ

ていく様子を子どもたちが見てから作成にとりかかった。自由画帳を常に子どもたちが自分で手に取れ

る場に置くことで、イメージを共有したり、表現出来るように素材もいくつか用意した。

〈準備物〉トートバック・スポイト・アルコール・マーカーペン・自由画帳



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

絵を描くのが得意な子も普段あまり取り組まない子も、真剣に取り組んでいる姿があった。何を描いて

よいか分からない子も友だちの真似をして描き、アルコールの垂らし方等を変えている等それぞれで工

夫していた。具体的な絵でなくても抽象的なものをにじみ合わせて仕上げていくことで、仕上がりがか

なりよく、活動もそれぞれで終わりにできるため、一人一人が満足そうであり、良い活動となった。ま

た、クラスの異なる年長と一緒に活動するため、普段はあまり関わりが見られない子同士も一緒に活動

する姿があり、新たな関係性を築く機会となった。

滲み絵では先に油性のペンで好きな絵を描き描いた後にアルコールをかけにじませた。

自由画帳を用意し、ペンで自由に描けるようにする。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

ペンで描いたものをアルコールで滲ませる中で、思い通りになったりならなかったり自分の

思い通りの模様になったりと、試行錯誤しながら描いていた。ペンで描く際には「これ、恐

竜描いた！」「何かいたでしょうか」と嬉しそうにしている様子や友だちに自慢している姿も

見られていた。虹のように線を描いて滲ませる子、細部にこだわって１滴ずつ垂らしては描い

てと慎重に進める子等、個性豊かな作品が出来上がり、それを見ながら年下児に説明する様

子もあった。


